
 
 

Future Earth アジア地域センターの活動 
2018 年 1 月 31 日 

総合地球環境学研究所 Hein Mallee 
 

2014 年より Future Earth 公式事務局として、総合地球環境学研究所（地球研）が運営 
 
＜体制＞ 
事務局長（地球研教授 Hein Mallee ）のもと、助教 1 名、推進員 1 名  
 
＜主な活動＞ 
1. アジア地域における研究アジェンダの開発 
1.1. Future Earth in Asia 国際ワークショップの年次開催を通じ、アジアの戦略的優先研究アジェンダ、社会

のステークホルダーと協働した研究テーマの開発をめざす。第 6 回は、「アジアの持続可能な消費」をテー

マに、専門家とステークホルダーを招き、実施（2018.1.15-16）。 
1.2. 「持続可能な消費と生産のシステムに関する知と実践のネットワーク」（Knowledge-Action Networks on 

Systems of Sustainable Consumption and Production）の事務局として運営支援・研究活動のコーディネ

ーションを行う。20 名の開発チームとのべ 75 名のメンバーが 5 つのワーキンググループで活動。1-2 月

には、3 回シリーズのウェビナーを行い、これまでの活動の総括及び今後の活動方針を議論。 
1.3. 大気汚染と健康をテーマに、アジアの FE コミュニティが連携し、能力開発プログラム（Advanced Institute 

on Disaster Risk Reduction with Systems Approach for Slow-Onset Climate Disasters）やアジア学術会

議にてセッションを実施。 
1.4. Monsoon Asia Integrated Research for Sustainability – Future Earth (MAIRS-FE)の継続支援。 
1.5. 「日本における戦略的研究アジェンダ」(Japan Strategic Agenda ) 開発への協力 

 
2. アジアにおける Future Earth の取り組み推進を牽引する体制の構築 
2.1. アジア顧問委員会を設立、定期会合の開催を通じ、アジアにおける FE 展開の戦略を議論。 
2.2. 南アジア地域オフィスの設立を支援、きめ細かな推進体制作りを進める。 
2.3. 国内委員会（日本、中国、台北、韓国、インド、オーストラリア）との連携、新たな国内委員会の設置に向

けた支援（現在フィリピン、タイで設立準備中）。 
2.4. Future Earth 国際本部事務局（Global Hubs）との連携。 
 
3. コミュニケーション・アウトリーチ 
3.1. Future Earth アジア地域センター ウェブサイト、ソーシャルメディア、日本メーリングリストによる情

報発信  
3.2. アジアにおける持続可能性研究のリソースやネットワークに関する情報の収集・発信（アジアの Future 

Earth コミュニティマップの作成・公開など） 
3.3. 国際会議等でのプレゼンス・アウトリーチ（ベルモントフォーラム アジアインフォメーションデイ、 ア

ジア学術会議、PACIFIC SCIENCE CONGRESS 等） 
 
（裏面：第 6 回 Future Earth in Asia 国際シンポジウム プログラム） 



 

 



 


